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カルチャー・クエストの実践と協働活動
─ 英語圏の学生たちとの交流を手がかりに ─




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































handbook : creating, sustaining, and enjoying the 










６ 国 立 情 報 学 研 究 所 が 開 発 を 行 っ て い る
「NetCommons」をベースに、カルチャー・クエス
ト用に構築・運用を行ったものである。詳しい内
容は、菅原真悟主著「グループ学習を支援する情
報共有システムの運用に関する考察－法政大学図
書館司書課程e-learningシステム「HULiC」の利用
調査から－」、法政大学教職資格課程年報、Vol. ５、
2007年度を参照。
７ 村上郷子「英語に接する頻度と英語を使った交
流に関する一考察」、法政大学教職資格課程年報、
VOL. ５、2008年３月、79-94頁。
８ 「質問９」および「質問10」については、複数回
答を予定していたが「CQCommons」のアンケート
作成機能設定のミスのためひとつの回答のみに
なった。また、「質問19」のオリジナルの質問は、「グ
ループ学習による協働作業が、うまくいった、ど
ちらかといえばうまくいったと答えた人に聞きま
す。それはなぜですか。（複数回答可）」であり、「質
問20」のもともとの質問は、「グループ学習による
協働作業が、うまくいかなかった、どちらかとい
えばうまくいかなかったと答えた人に聞きます。
それはなぜですか。（複数回答可）」である。しかし
アンケート作成機能の設定ミスの為、結果として
回答者は、グループ学習による協働作業の評価を
問わず「質問９」および「質問10」の両方の質問
の選択肢からそれぞれ１つずつ選択しなければ次
の質問に移れないため、本文での質問内容には実
情に合うように若干の修正を加えた。
９ 英語を介した国際交流に関わる分析は発表済み。
村上郷子「英語に接する頻度と英語を使った交流
